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て振動解が発生する｡ この振動解は時間の経過 とともに振幅を増加 して､有限振幅の
平行 ロールの x軸方向-の進行波解に収束 してい くO この時間振動のスペク ト)i,の計
算によりこの解は2個の基本振動数を含む準周期的運動である｡ γを増加~してい くと､
r=1.5ではスペク トルに非周期的成分が現れ､さらに進行波の進行方向の逆転が不規
則的に起 こることが見出された｡この現象の原因を明らかにするため､回転 スペク ト
ル(rota･lySPeCtrum)を計算 してみt=3)o展開 (5)に現れや代表的なモー ド振幅a･(i)-
Pl,1,1e(i),y(i)-p-1,1,1e(l‖こ対 して複素振幅Z(i)-I(i)+iy(i),i>0;I(i)-0,iく 0の






のスペク トル成分は振幅は小 さいが存在 している｡ したがってこれが進行方向逆転の種
になっていると考えられる｡ 但 し現実の二成分混合流体のRB対流ではこの計算が示す
ような非周期的振動数成分を含む進行波や､進行波の進行方向の逆転などは観測されて
いない. これ らは今扱 っている模型において展開(5)-(7)のモー ド項数打切 りが適切
に行なわれていないことによる結果と考えられる｡進行波の進行方向の逆転は他の種類
の流体系では､実験や計算機 シミュレーションによって見出されている4)･5)0
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